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『季刊民族学』をよりお楽しみいただける、最新情報、
見どころなどを発信します。

「友の会ニュース」では紹介しきれない友の会の催し、
刊行物などの情報を提供します。

友
の
会
講
演
会  

実
施
報
告

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
暮
ら
し
は
じ
め

た
住
民
の
多
く
は
一
九
六
〇
年
代
に
「
出

オ
オ
サ
カ
」
を
果
た
し
た
都
市
民
で
す
。

地
方
か
ら
大
阪
に
移
り
住
み
、
居
住
環
境

の
改
善
を
求
め
て
北
摂
の
郊
外
に
「
新
天

地
」
を
求
め
た
人
び
と
が
中
心
で
す
。
若

い
世
代
が
多
く
、
核
家
族
が
基
本
で
、
父

系
的
な
「
家
」
の
観
念
は
薄
く
、
数
百
年

の
伝
統
を
誇
る
「
家
屋
敷
」
を
か
ま
え
た

「
地
下
」
と
よ
ば
れ
る
村
人
と
は
異
な
る

文
化
を
形
成
し
ま
し
た
。

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
景
観
も
「
田
園

風
景
」
か
ら
「
田
園
都
市
」
へ
と
変
貌
し

ま
し
た
。
大
阪
府
が
「
住
宅
難
の
解
消
」

と
い
う
錦
の
御
旗
を
掲
げ
、
千
里
丘
陵
の

地
域
住
民
を
粘
り
強
く
説
得
し
た
結
果

と
し
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
誕
生
し
ま
し

た
。
一
二
の
近
隣
住
区
制
を
と
り
、「
宗

教
施
設
を
つ
く
ら
な
い
」「
ク
ル
ド
サ
ッ

ク（
袋
小
路
）で
車
を
制
限
す
る
」「
裏
町

を
つ
く
ら
な
い
」
な
ど
の
掟
を
敷
き
、
あ

た
か
も
モ
ー
セ
に
率
い
ら
れ
た
古
代
イ
ス

ラ
エ
ル
の
一
二
氏
族
の
よ
う
に
定
着
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
の
暮
ら
し
も
ま
た
洋
式
ト

イ
レ
、ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー

ブ
ル
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
新
し
い

生
活
様
式
が
率
先
し
て
取
り
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。「
H
a
n
a
k
o
族
」
と
よ
ば
れ

た
主
婦
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
も
民
族
誌

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
も
ま
た
千
里

丘
陵
に
多
大
な
文
化
的
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
民
博
の
創
設
は
そ
の
ひ
と
つ
で

す
が
、
国
立
の
大
学
や
病
院
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
色
豊
か
な
町
づ
く
り
が
先
端

的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
季
刊
民
族
学
』

一
六
一
号
の
特
集
「
千
里
か
ら
考
え
る 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
そ
の
ゆ
く
え
」
を
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
第
4
6
9
回
■
8
月
5
日（
土
）

【
み
ん
ぱ
く
名
誉
教
授
シ
リ
ー
ズ
】

民
族
学
で
解
く

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
大
阪
万
博

　
中
牧 

弘
允  （
吹
田
市
立
博
物
館
長
、民
博
名
誉
教
授
）

ラ
イ
デ
ン
市
の
国
立
民

族
学
博
物
館
と
ド
イ
ツ
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
五
大

陸
博
物
館
に
そ
れ
ぞ
れ

収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
彼
が
ア
イ
ヌ
文
化
に

興
味
を
示
し
、
資
料
を

収
集
し
た
の
は
、
そ
れ

を
知
る
こ
と
で
日
本
文

化
を
よ
り
深
く
理
解
す

　
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て

日
本
に
滞
在
し
、
膨
大
な
量
の
日
本
資
料

を
収
集
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
本
研
究
の

基
礎
を
築
い
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
ま
た
ア
イ
ヌ
文

化
に
も
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

す
で
に
第
一
回
目
の
来
日
時（
一
八
二
三
〜

三
〇
年
）に
八
〇
点
ほ
ど
の
資
料
を
網
羅

的
・
体
系
的
に
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幕

末
の
二
回
目
の
来
日（
一
八
五
九
〜
六
二

年
）の
時
に
も
、
数
こ
そ
少
な
い
で
す
が
、

イ
ラ
ク
サ
繊
維
の
織
物
を
仕
立
て
た
上
衣

（
テ
タ
ラ
ペ
）、
樹
皮
繊
維
の
前
掛
け
、
ガ
ラ

ス
玉
、
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
の
姿
を
描
い
た

絵
画
、
北
方
関
係
の
地
図
な
ど
を
収
集
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
資
料
は
オ
ラ
ン
ダ
、

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で

し
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、

ド
イ
ツ
で
父
親
の
資
料
整
理
を
手
伝
い
な

が
ら
日
本
文
化
に
深
い
興
味
を
抱
い
た
次

男
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル

ト
に
受
け
継
が
れ
ま
す
。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

は
ア
イ
ヌ
の
文
化
に
土
器
や
石
器
を
使
っ

て
い
た
時
代
の
人
び
と
の
文
化
を
見
て
い

ま
し
た
。
彼
は
一
八
六
九
年
に
初
来
日
を

果
た
す
と
、
外
交
官
の
仕
事
の
傍
ら
民
具

収
集
と
遺
跡
の
発
掘
な
ど
の
調
査
研
究
に

従
事
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
八
七
八

年
に
は
北
海
道
を
訪
れ
、
七
五
点
ほ
ど
の

ア
イ
ヌ
資
料
を
集
め
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は

現
在
ウ
ィ
ー
ン
の
世
界
文
化
博
物
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
第
4
7
0
回
■
9
月
2
日（
土
）

【
開
館
40
周
年
記
念
特
別
展「
よ
み
が
え
れ
！ 

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
博
物
館
」関
連
】

シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
が
集
め
た
ア
イ
ヌ
文
化

　
佐
々
木 

史
郎  （
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
設
立
準
備
室
主
幹
）

     

じ   

げ

千里ニュータウンの核家族 （撮影・産木民彦）

ドイツ、ミュンヘン市の五大陸博物館
（旧民族学博物館）


